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1.0±1.5mm，平均臨床的付着獲得量：0.8±
1.8mm，レーザー併用群では平均 PD減少量：1.6
±1.2mm，平均臨床的付着獲得量：1.2±1.7mm
であり，両群間に有意差は認められなかった．細
分類の結果，手術部位が「上顎」のコントロール
群とレーザー併用群の平均 PD減少量（コント
ロール群：－1.3±0.6mm，レーザー併用群：2.0
±1.2mm，p＜0.05）と平均臨床的付着獲得量（コ
ントロール群：－1.3±0.6mm，レーザー併用群：
2.4±1.6mm，p＜0.05）で有意差がみられた．
本研究において，解剖学的歯根形態が複雑な上
顎の歯周外科療法においては Er:YAGレーザー
併用をした歯周組織再生療法が歯周組織再生療法
単独よりも有用であることが示された．
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